
 

 

令和３年8月4日（水） 

第1430回（当年度第5回）例会 

本日のプログラム 

創立30周年記念例会DVD視聴会  
 

語り  加藤辰己君  

□会長挨拶               尾関 一之 
 ７月の例会も今日で最終日になり
ました。早いもので１／１２終了し
たことになります。昔から肩書が人
間を成長させると言います。その名
に恥じないようにあと、１１カ月間
頑張って成長してまいりたいと思い
ます。 
 頑張るといえば、只今２０２０オ

リンピックの真っ最中です。寝不足の方も多いのでは
ないでしょうか？選手の熱いハートを頂いて、頑張っ
てまいりたいと思います。 
 本日は出席１００％表彰ということで、４名の代表
者のかたのスピーチを頂きます。経験豊富な方ばかり
で楽しく拝聴させていただきます。それでは、本日の
例会もよろしくお願いいたします。 
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2021～2022年度 RIテーマ 

奉仕しよう みんなの人生を豊かにするために 
地区活動方針「 チェンジロータリー 新時代への成長に！ 」 

             ～コロナゼロ・カーボンゼロ支援～ 

第1429回例会（当年度第4回の記録） 
 

□令和3年7月28日（水）18：00～19:00 

□会場 一宮商工会議所ビル3Fホール 

□開会の点鐘 尾関会長 

□ロータリーソング「四つのテスト」 

出席 

報告 

会 員 総 数 46名 
出席会員数 32名 

69.57％  
他クラブ出席数 0名 

修正出席率 
前々回 
（7/10） 

100％ 

       って幸せですが、大好きなＲＣ活動が 

       長く続けられる様健康に留意します。 

☆伴 卓樹君 例会に出席できたので。 

☆松前憲典君 今日はクラブアッセンブリーで出席１ 

       ００％表彰となっております。私は、 

       ロータリー５０年出席表彰でスピーチ 

       の機会を与えられました。私の回顧録 

       で発表させていただきます。よろしく 

       お願い致します。 

☆松本正暢君 例会に出席できたので。 

☆森俊一郎君 内田君、お帰りなさい。無事でよかっ 

       たですね。 

☆永田 正君 出席１００％表彰の皆さん、おめでと 

       うございます。いつまでも１００％出 

       席続けられますようお互いに頑張りま 

       しょう。 

☆野田義広君 １００％出席表彰スピーチ楽しみです. 

☆尾関一之君 本日は出席１００％表彰、おめでとう 

       ございます。代表者のスピーチ楽しみ 

       にしてます。 

☆佐藤祐造君 コロナ感染者患者が増加しています。 

       皆様ワクチンを接種しましょう。 

☆  なんとか生きて復帰しました。死ぬ所 

       でした。ちょうど私の父親も亡くなり 

       全く今年は最低の年です。ただいろい 

       ろ考えさせられる事があり、この経験 

       を残りの人生に生かしていきたいと思 

       います。 

☆山田秀代君 本日は、１０年１００％表彰ありがと 

       うございます。 

☆山田 満君 例会に出席できたので。 

８月のお祝い事 
 

 ♪会員誕生日おめでとう 

  今井多美子君（  8日） 大塚 省治君（10日）                      

  伊藤 伸一君（22日）   梶原 誠二君（24日） 

  多田 博剛君（29日） 

 ♪会員配偶者誕生日おめでとう 

  森 喜久子様（  1日） 丸尾 智子様（13日） 

  宮田 章子様（15日）   今井喜久夫様（29日） 

□ニコボックス（ABC順） 

☆秋田敬治君 出席率１００％、２０年のスピーチを 

       させて頂きます。一宮中央ＲＣでは、 

       まだ駆け出しです。６年半お世話にな 



 

 

出席１００％表彰 2020.7.1～2021.6.30 

出席委員長 伴 卓樹君 

上半期・下半期ともに新型コロナの影響を配慮し、出

席を義務付けずメーキャップの必要もなしとしたた

め、全員出席１００％とします。 

累計５０年表彰 松前 憲典君 

 累計５０年表彰を受けて、５分間スピーチの機会を

与えられました。 

 ５０年のロータリーを５分では話せませんので、私

がロータリーに入会して（一宮北ＲＣ）２０年、一宮

中央ＲＣの初代会長になり、約３３年になります。 

「私の回顧録」を作製いたしました。スピーチで振り

返る５０年をまとめさせていただきました。これを皆

様に配布致しました。ご参考にしていただければ幸い

であります。 

 スピーチは、松前憲典（本名 松前 静）のプロ

フィール、一宮北ＲＣに入会、一宮中央の創設、ガバ

ナーとして２７６０地区で、一宮中央ＲＣの会員の皆

様のご尽力で使命を果たせましたことを心から感謝、

御礼を申し上げます。 

「私の回顧録」で、人生百年時代、“健康にまさる幸

福はなし”健康問題をとりあげさせていただきまし

た。それから趣味の詩吟「川中島の戦」を吟詠させて

いただきました。 

〇長生きの秘訣は、うまく食べ、うまく寝て、うまく

働き、腹を立てるなということであります。これは、

大西良慶師の言葉であります。 

2020～2021年度表彰者 

 

秋田 敬治・伴  卓樹・春木 和美・長谷川正己 

飯盛 男・林  嘉助・今井多美子・猪子 裕史 

井上 雅樹・伊藤恒二郎・伊藤 伸一・岩田 真周 

梶原 誠二・加藤 辰己・加藤 恭章・小島 三男 

草田 克己・丸尾 和弘・松前 裕己・松前 和子 

松前 憲典・松本 正暢・松岡 正浩・宮田 浩二 

森   眞・森 俊一郎・長橋 國和・永田  正 

西岡 則男・野田 義広・大森  進・大野ひろみ 

大塚 省治・尾関 一之・坂田 義一・佐藤 祐造 

柴田 裕市・鈴木 宣宏・多田 博剛・内田泰潤徳 

 鵜飼 俊光・山田 秀代・山田  満 

累計３０年表彰 小島 三男君 

 当クラブは、１９９０年１０月３１日に創立、２０

２０年１０月２８日に創立３０周年を迎え、記念例会

を静かにお祝いしたばかりです。３０年間チャーター

メンバーとして例会に１００％出席を達成できたこと

は大変誇りに思っております。 

 健康に恵まれたことは、親に感謝しております。 

 職種の違った会員同志が毎週集まって楽しく意見交

換し、切磋琢磨することによってロータリアンが、心

を磨き合う楽しい団体であると思っております。 

 私自身、これからも継続して、例会に出席していき

たいと思っております。 

 会員の皆様は、積極的にロータリー活動に参加すれ

ば、必ずクラブの活性化につながるものと思います。 

 30年間例会に１００％出席できたことを、誇りに思

い報告いたしました。ありがとうございました。 

＊＊＊＊＊ 代表スピーチ ＊＊＊＊＊ 



 

 

累計２０年表彰 秋田 敬治君 
 今年度、３年目のＲＡ委員長を務めております会長
エレクトの秋田です。本日は「ロータリー歴２３年間
を振り返って」を、５分間に集約して話させて頂きま
す。今回このような貴重な機会と試練を与えて頂きあ
りがとうございます。 
 １９９８年７月ＪＣの先輩に誘われて、何も分から
ないまま４７歳で豊田ＲＣに入会しました。もともと
名古屋の出身でしたが、大学卒業後、勤務先も自宅も
豊田市にありましたので、９年前までの１４年間、豊
田ＲＣに所属しておりました。豊田ＲＣでの初めの３
年間は会社の仕事が最優先で、例会の昼食に参加する
だけ、何も奉仕活動をしない、メーキャップもしない
ロータリアンでした。４年目インターアクト委員長を
担当した時が大きな転機でした、前任の委員長との引
継ぎ会で「インターアクトクラブは豊田高専の顧問の
先生に任せておけば、何もやることはない、心配しな
くて良いから」との事でした。これは何か違う？と感
じました、国際ロータリーの「インターアクト要覧」
を読んで、その目指すところと現実のＲＣとの関わり
に違和感を感じました。まず提唱ＲＣの行動をあるべ
き姿に近づけてみよう！その後２年間で豊田ＲＣの新
世代の活動は様変わりしました。 
 ２００３年から地区へ出向し、地区インターアクト
委員会を振出しに、０５年に地区インターアクト委員
長を務め、同時に斎藤ガバナー年度の地区副幹事とし
て０６年には地区大会と地区新世代関連委員会全て、
それと西三河中分区ガバナー補佐訪問を担当致しまし
た。２００７年から地区新世代委員会に移り、０８年
からは地区ローターアクト副委員長を務めておりまし
た。２０１１年松前ガバナー年度、５番目の奉仕部
門・新世代奉仕の委員会の初代委員長と地区RA委員長
とを兼務で受けさせて頂き、正に心機一転、身の引き
締まる思いでありました。名称は青少年（今はロータ
リー奉仕）に変わりましたが、４年間地区青少年奉仕
委員長を務めておりました。 
 その間、２０１２年６月末、豊田ＲＣ会長エレクト
就任直前に、豊橋への転職が決まり、それに伴い職場
から時間的に一番近い田原ＲＣに転籍しました。何事
も熱中する性格なので、地区での１２年間、年間１０
０日はロータリー三昧で、趣味であるはずのロータ
リー活動が、仕事の様になってしまいました。 
 ２０１５年１月、２回目の転職・名古屋への転勤で
は、どこのRCに移籍するか悩みましたが、昼間の仕事
に差し障りのない夜間例会で、勤務先から例会場まで
時間的に近い（ＪＲで３０分）ＲＣでの知合いの多い
（松前憲典さん,長谷川さん、加藤辰己さん、松岡さ
ん）年会費の額（自己負担の少ない）を比較検討し、
一宮中央RCに転籍させて頂きました。 
 目立たず、何もせず、お役に立てず、あっという間

に６年半が過ぎてしまいました。最後にこれからの残
りの人生で、心身ともに負担にならない程度に「趣味
として一年中、一番楽しめる大好きなロータリー活動
であり続ける」ことを願っております。 
 本日は拙いスピーチにお付合い頂き、誠にありがと
うございました。 

累計１０年表彰 山田 秀代君 
 本日は10年出席100％の表彰を頂き、ありがとうござ
います。 
 2011年2月東北地震が有った年に加藤辰巳会長、永田
正幹事の時に入会しました。私の紹介者は松前憲典パ
ストガバナーです。松前パストガバナーは28年前に私
の娘、現在は矢野の嫁ですが桜花学園のインターアク
トクラブにいた時にロータリークラブからハワイに連
れて行って頂きました。その後17年過ぎて谷元一宮市
長の演説会で再会し直ぐに私の事務所に来て頂きロー
タリークラブの入会を進めて頂きました。ロータリー
クラブの事は30年位前に名古屋清須ロータリーに誘わ
れて居ました。これからは女性もロータリアンになっ
て貰う時代ですと言って貰ったのですが、仕事が忙し
い昼時に名古屋のマリオットアソシアホテルに行くの
が嫌で断りました。その後一宮北ロータリークラブに
も同級生から誘われましたが縁が無かったのです。一
宮中央ロータリークラブに誘って貰い一番良かったと
思います。夜の例会だったから仕事が終わってからの
例会だったからだと思います。 
 入会時は誰一人と知らない人ばかりでした。でも入
会初日に歓迎会をして頂きました。そして例会後の飲
み例会に毎週誘って頂き、あっという間に皆さんと仲
良く出来る用に成りました。10年はあっという間過ぎ
ました。 
 ロータリーに入会して居なかったら経験出来なかっ
た事も有ります。第1は、五年間カンボジアの奉仕活動
をさせて頂きカンボジアの子供達を見て涙が出ました
子供達はゴム草履か裸足です。日本より15年以上生活
環境が遅れてるのにビックリしました。日本の子供達
は私の孫も含めて幸せを感じました。世界にはまだ貧
しい人達がいます奉仕活動で応援したいと思います。
第2は良い人達にめぐり逢えた事です。クラブの皆さん
全員です。嫌いな人はいません。第3は心が豊に成りま
した。余り怒る事が無くなりました。第4は伊藤恒二郎
会長の時の幹事を経験させて頂いた事です。他クラブ
の方々とも仲良く出来、伊藤恒二郎さんに私の様な物
を選んで貰って嬉しかったです。第5は私の息子、矢野
智光が一宮中央ロータリークラブに入会してくれた事
です。 
 まだまだ一杯有りますが前年度は色々と例会も中止
になりました。今年度はコロナも終結して楽しい例会
が開催出来る事を祈っています。本日は、ありがとう
ございました。 



 

 

2021年8月11日（水）休会（定款7-1ｄ） 
 

次回 2021年8月18日（水）の例会予定 
 

ガバナー補佐訪問 

伊藤 彰様（稲沢ＲＣ） 

□地区出席報告 

インターアクト委員長 鈴木 宣宏君 

 インターアクト委員長の鈴木です。７月２２日津島

市文化会館で行われた第３１回インターアクトクラブ

年次大会にオンラインで参加させていただきました。  

昨年度は新型コロナウィルスの影響で中止となってし

まったこの大会ですが今年度は７校動画のみでの参加

でしたが計１８校の活動報告を聞く事ができました。 

開会に際し国際ロータリー第２７６０地区ガバナーの

沓名俊裕様より現在愛知県下には１９のクラブがあり

約６５０名の生徒が所属しているというお話や今年度

新たに名古屋経済大学市邨高等学校にインターアクト

クラブが発足する予定というお話、そして「地域にお

ける奉仕活動を通じてリーダーシップの養成と国際理

解と親善の推進に努める」というインターアクトクラ

ブの目的のお話がありました。 

 またホスト校の代表として津島東高等学校校長佐藤

様からは令和の時代の教育スタイルとして個別的最適

な学びと共同的な学びのハイブリット化が大切（つま

りは学習支援システムを効果的に活用し一人ひとりの

学習状況や特性に応じ、きめ細かく柔軟な指導、個別

最適な学びを実現し探求的な学習をベースに生徒同士

が共同的な学びを通して多様な他者を価値のある存在

として尊重していく事を意味する）であり、他人に対

し思いやりを持ち地域や国際社会の理解に努めるイン

ターアクトの目標は最先端の教育と同じであるという

お話がありました。 

 活動報告では修文女子高校は、オンラインで曲に合

わせて手話を披露し現在は手話甲子園に向け日々練習

し、将来的には手話を通じて障害者の方とコミュニ

ケーションを取りたいと頑張っていました。 

大成高校は廃材利用・ハイゼックス・エコキャプ回

収・募金事業の活動報告を行っていました。その他の

学校もオンラインでの海外の学校との交流や校内や校

外での清掃活動やコロナ禍ならではのイベント会場で

の検温ボランティアなどさまざまな活動報告を聞く事

が出来ました。 

 閉会式では次年度ホスト校瑞陵高等学校より一人一

人が普段からささいな事でも自ら一歩を踏み出せる様

に私達の世界全体をよりよくする為にアクションをお

こしてほしいという想いから「Take One Step」を次

年度のテーマにするという発表がありました。 

 最後に次年度ホストクラブの名古屋瑞穂ロータリー

クラブからは令和４年７月１８日(月)に国際会議場で

開催するのでコロナも収束し大勢の方に集まってもら

い開催したいという想いと、今年度開催できたことの

皆様への感謝のお言葉で閉会となりました。以上でイ

ンターアクトクラブ年次大会報告を終わらせていただ

きます。 

～～ 持続可能な開発目標（SDGｓ）について ～～ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

SDGsとは、 

SDGs(Sustainable Development Goals：持続可能な開

発目標)は、「誰一人取り残さない(leave no one be-

hind)持続可能でよりよい社会の実現を目指す世界共

通の目標です。2015年の国連サッミトにおいて全ての

加盟国が合意した「持続可能な開発のための2030ア

ジェンダ」の中で掲げられました。2030年を達成年限

とし、17のゴールと169のターゲットから構成されて

います。 

SDGsの構造 

 17のゴールは、①貧困や飢饉、教育など未だに解決

を見ない社会面の開発アジェンダ、②エネルギーや資

源の有効活用、働き方の改善、不平等の解消などすべ

ての国が持続可能な形で経済成長を目指す経済アジェ

ンダ、そして③地球環境や気候変動など地球規模で取

り組むべき環境アジェンダといった世界が直面する課

題を網羅的に示しています。SDGsは、これら社会、経

済、環境の３側面から捉えることのできる17のゴール

を、統合的に解決しながら持続可能なよりよい未来を

築くことを目標としています。 

SDGsの特徴  

 前進のMDGs(Millennium Development Goals：ミレニ

アム開発目標)は主として開発途上国向けの目標でし

たが、SDGsは、先進国も含め、全ての国が取り組むべ

き普遍的(ユニバーサル)な目標となっています。 

 しかしながら、これらの目標は、各国政府による取

組みだけでは達成が困難出せ。企業や地方自治体、ア

カデミアや市民社会、そして一人ひとりに至るまで、

すべてのひとの行動が求められている点がSDGsの大き

な特徴です。 

 まさにSDGs達成のカギは、一人ひとりの行動に委ね

られているのです。 

SDGs達成に向けて 

 2020年、新型コロナウイルス感染症が瞬く間に地球

規模で拡大したことからも明らかなように、グローバ

ル化が進んだ現代においては、国境を越えて影響を及

ぼす課題に、より一層、国際社会が団結して取り組む

必要があります。 

 SDGs達成に向けた道のりは決して明るいものではあ

りません。だからこそ、「行動10年」突入した今、私

たち一人ひとりにできることをしっかりと考え、一歩

踏み出す姿勢が求められています。 


